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【議題（１）】令和４年度の総合型地域スポーツ・文化クラブの 

企画・運営について② 

１ 令和４年度プログラム 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ プログラム 定員 対象 開催時期 指導員 

１ 幼児体操教室① 35 組 2・3歳児と親 5 月～1月 久田剛（体育講師） 

２ 【新】幼児体操教室② 35 組 4・5歳児 5 月～1月 久田剛（体育講師） 

３ 児童体操教室 30 人 小学 1～3年生 5 月～1月 久田剛（体育講師） 

４ ノルディックウォーク教室 15 人 中学生以上 5 月～3月 スポーツ推進委員 

５ ミニテニス教室 30 人 中学生以上 6 月 スポーツ推進委員 

６ 子ども運動体操教室 50 人 小学生 5 月 スポーツ推進委員 

７ 長距離走教室 30 人 小学生以上 4 月～3月 
安藤啓二 

（とよやま JRC） 

８ ミニソフトバレーボール教室 35 組 小学生と親 1 月 スポーツ推進委員 

９ ニュースポーツ教室 30 人 小学校以上 10 月 スポーツ推進委員 

10 
【新】ユニバーサルスポーツ 

教室 
30 人 小学生以上 2 月 スポーツ推進委員 

11 スラックライン体験教室 30 人 小学生以上 11 月 
波多野雄哉 

（競技者） 

12

～

26 

 

【名称変更】 

 わくわくくらぶ 

（旧ふれあいひろば） 

（全 15 種目） 
①陶芸 ②昔のあそび ③茶道  

④バウンドテニス⑤チュックボール  

⑥ミニソフトバレー ⑦あみもの  

⑧三味線 ⑨将棋 ⑩銭太鼓  

⑪ソフトボール ⑫太鼓 

⑬ソフトテニス ⑭フラダンス 

⑮アレンジフラワー 

― 小学生以上 通年 ― 

２４プログラム ２６プログラム

新規：幼児体操教室（４・５歳児向け） 

   ユニバーサルスポーツ教室 

   アレンジフラワー 

 

廃止：チャレンジパラスポーツ教室 

令和４年度 令和３年度 
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２ ふれあいひろばの新規名称の決定 
  
  「ふれあいひろば」は総合型地域スポーツ・文化クラブのプログラムの一部として活

動しているが、町内の社会教育施設である「志水ふれあいひろば」と混同することから、

新規名称案を令和３年度第 1回豊山町社会教育審議会（令和３年１０月５日開催）にて

下記のとおり提案した。 

 

（前回の会議にて提案した新規名称案）土曜わくわくくらぶ、土曜キッズクラブ 

 

  委員の皆様からいただいた意見を踏まえ、現在のふれあいひろばは子供だけでなく親

子で参加できるクラブであること、また、土曜日に限定せずに活動することも想定し、

「わくわくくらぶ」に決定する。令和４年４月より新規名称にて活動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和４年度のスケジュール 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和４年 

２月 令和４年度プログラムの決定 

４月 
令和４年度プログラムの周知（広報、生きがいタウン等） 

令和４年度プログラムの開講 

８～９月 令和５年度プログラム案の提案 

令和５年 ２～３月 令和５年度プログラムの決定 

ふれあいひろば わくわくくらぶ

令和４年４月より新規名称 変更前の名称 
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【議題（２）】令和４年度以降の成人式の名称について② 

 

１ 経緯・概要 
 
民法の改正に伴い、令和４年４月から成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられる

ことを受け、豊山町では、令和元年度から豊山町における成人式の方針について審議を

進めている。 
 
新名称については、前回の令和３年度第 1 回社会教育審議会（令和３年１０月５日開

催）において、次のとおり確認した。 
 

令和３年度の新成人代表者と協議し、新名称案を数点選定し、第２回社会教育審

議会で新名称を決定する。 
 
今回は新成人代表者が選定した名称案から「成人式」に代わる２０歳の節目を祝う事

業にふさわしい名称を決定するものである。 

 
 

＜令和４年度以降の方針＞ 令和元年度第 1回社会教育審議会にて決定 
① 成年年齢が１８歳になる令和４年度以降も、現行どおり２０歳を対象とした

事業を継続する。 
② 名称については、２０歳の節目を祝う事業にふさわしい事業名を今後検討し

ていくものとする。（「２０歳の誓い」、「２０歳の集い」など） 

 

２ 名称候補 
 

 
No 名称 理由 

① 豊山町二十歳の集い 他市自治体の状況を踏まえ統一したほうが良い。 

② とよやま２０歳
は た ち

の集い 
かな文字等を使用したほうが①より柔らかい印象に

なり、気軽に参加しやすくなると思う。 

③ 豊山町二十歳の祝い 
「集い」だと祝い事らしくないため「祝い」にした

ほうが良い。 
      
 
＜参考＞ 他自治体の状況 

他自治体 現行名称 令和４年度以降の名称 

北名古屋市 成人のつどい (仮)２０歳のつどい 

清須市 成人式 清須市二十歳のつどい 

小牧市 成人祝賀式 検討中 

春日井市 成人式 
(仮)春日井市２０歳の会 

(仮)春日井市２０歳祝賀式 等 

 

３ スケジュール 
 
令和４年 ４月   新名称公表・民法改正による新成人への啓発(詳細は議題３にて説明) 

 
 令和５年 １月４日 新名称による式典 
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≪このページは空白です≫ 
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【議題（３）】民法改正後の新成人への啓発活動について 
 

１ 概要 
 
民法の改正に伴い、令和４年４月から成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられる

ほか、１８歳以上の成年は保護者の同意なしに契約などができるようになる。 

今回の改正により、社会経験に乏しく、保護者による保護がなくなったばかりの成人が

安易に契約を交わすとトラブルに巻き込まれる可能性がある。 

豊山町では、そのようなトラブルを未然に防ぐため、１８歳で成年になる若者に対し啓

発を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 啓発活動（案） 
 
啓発活動は以下の①～③を行う。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

なお、それぞれの啓発には、国発行のリーフレット等のＱＲコードを掲載し、活用する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 広報誌掲載 

② 啓発用ポスター作製（ｐ６参照） 

③ SNS（LINE、Twitter 等）の活用 

例２.「社会への扉」 例１.「１８歳を迎える君へ」

へ」 

例３.「消費者庁若者ナビ」 

法
律
の
要
点 

法務省「民法改正 成年年齢の引下げ」より引用 
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３ 啓発用ポスター（案） 
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【報告（１）】社会教育センター所管施設の運用の見直しについて② 

 

１ 経緯 

新たな社会の変化に伴う利便性の向上と利用団体の活性化を支援するため、「予約受付

期間」と「利用者の範囲」の見直し案を第 1 回社会教育審議会（令和３年１０月５日開

催）に提案し、一部修正を経て、承認いただいた。 

その後、町議会及び町内各種団体に見直し案について説明し、いただいた意見を踏ま

え、次のとおりの見直し内容とした。 

  

令和３年１０月 ５日  第１回社会教育審議会へ提案  

１０月１２日  社会教育委員へ修正案を再提案（書面） → 承認 

１１月 ２日  町議会全員協議会にて町議会議員へ説明 

    １１月 ８日～ 町内各種団体へ説明 

 

２ 見直しの内容 

（１）利用許可申請の受付期間の拡大  対象施設：社会教育センター、スポーツ施設 

区分１ 区分２ 受付期間 

・社会教育センター 

・スポーツ施設 

【伊勢山スポーツ広場、

志水テニスコート、 

豊山グランド】 

・全国規模又は愛知県の大会等 

・町又は町の機関以外の官公署等が主催する

行事 

・指定管理者が町の承認を得て行う行事 

・町長が特に必要があると認める行事 

24 月前の月の初日（平日） 

※窓口のみ 

※重複は抽選 

・文化又はスポーツの団体が主催する大会等 

・全日全館利用する行事（社教Ｃに限る） 

・町民対象の行事で特に有益と認めるもの 

町内：12 月前の月の初日（平日） 

町外：町内の１日後 

※窓口のみ 

※重複は抽選（初日のみ） 

※２日目以降は先着順 

・上記以外（通常） 

町内：６月前の月の初日（平日） 

町外：町内の１日後 

※窓口、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

※重複は抽選（初日のみ） 

※２日目以降は先着順 

※学校開放はこれまでどおり 1月前の第１水曜日開始 

 

（２）利用者の範囲の拡大  対象施設：スポーツ施設、学校開放（小・中学校） 

人数要件は、町外の団体と対外試合を行う場合などは在住在勤 1/2 以上の要件に適合 

しなくなるため、団体登録時に人数要件を満たせば予約可能とした。 

区分 在住要件 責任者 団体登録の人数要件 団体登録 

豊山グランド 在住・在勤者以外も可 
成人者（在住・

在勤者） 
在住・在勤 10 人以上 必要 

伊勢山スポーツ広場 

志水テニスコート 
在住・在勤者以外も可 

成人者（在住・

在勤者） 
在住・在勤１人以上 不要 

学校開放（小・中学校） 在住・在勤者以外も可 
成人者（在住・

在勤者） 

５人以上かつ在住・在

勤 1/2 以上 
必要 
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３ 申込・抽選  

（１）受付期間初日の申込・抽選【町内の団体のみ】 

項目 ２４月前 １２月前 ６月前 

申込 
当日の午前９時～午後３時 

※抽選申込書を窓口へ提出 

窓口：当日の午前９時～午後４時 

オンライン：当日の午前０時～午後 11 時 59 分 

申込上限 ６日間 ※２４月前・１２月前は第２希望まで申込可 

抽選日時 当日の午後３時３０分 翌日の午前０時オンラインにて抽選 

抽選結果の

通知 

当選者には通知しない 

※第２希望になった場合又は落選した

場合のみ通知  

抽選日の午前 10 時に当選者、落選者ともにメ

ールにて通知 

使用料支払 
抽選日当日から２週間以内に窓口に使用料を支払う 

※期限までに支払いがない場合は自動的に取り消しする 

                   

（２）（１）以外の申込 

２４月前 １２月前 ６月前 

抽選日翌日から町内在住在勤関係なく先着順

に予約開始 

抽選日翌日の午後１時から町内在住在勤関係なく先着

順に予約開始 

 

（３）受付期間初日の申込時の申込上限の考え方 

①６日間分まで抽選申込み可能とする。 

※社教センター、豊山グランド他それぞれ 1月あたり６日間 

②同一の日に複数の施設を抽選申込みする場合には、１日と扱う。 

  （例１）研修室１を午前だけ利用する場合 → 1 日 

  （例２）研修室１を午前・午後と利用する場合 → 1 日  

（例３）午前に料理教室、夜間にスポーツでアリーナを利用する場合 → １日 

 （例４）午前にホール、午後にアリーナを利用する場合 → １日 

 

 

 

 

 

 



 

9 

 

【報告（２）】郷土資料室の再生事業について④ 

１ 郷土資料室リニューアルオープン 

 
郷土資料室が、町制施行５０周年を契機に、豊山町の歴史、民俗などにおけるこれまで

の資料を活かしながら、新たに発見した町の歴史や特徴を活かした展示内容に令和４年

３月末（予定）にリニューアルオープンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２ 令和４年度の特別企画展（案） 
 

町制５０年の節目にあたり、町の歴史や伝統を後世に伝えるため、現在「体感。昭和レト

ロ」をテーマに改修を進めている郷土資料室にて「（仮）豊山今昔写真展」などの特別企画

展を開催する。 
 

●「(仮)豊山今昔写真展」 

豊山町の昔と今の街並みを比較した写真パネルを設置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ スケジュール 
 
令和４年 ３月  郷土資料室リニューアルオープン 

４月  第１回特別企画展「(仮)豊山今昔写真展」 

      ８月  第２回特別企画展 

     １２月  第３回特別企画展 
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【その他（１）】生涯学習課の啓発活動について 

 

豊山ウインドオーケストラ  

クリスマス・アンサンブルコンサート 

 

 

 

 

広報とよやま まなびすと 

 

 

 

 

 

 

豊山町成人式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０歳を迎えられる方を祝し、成人式を

令和４年１月４日（火）に開催しました。

この模様は、中日新聞、民放テレビ局３

社に取り上げていただきました。 

 

Ｒ4.1.5 中日新聞近郊版 

 

社名 番組名 放送日時 

テレビ愛知 ５時スタ 
令和４年１月４日(火) 

午後５時～５時２５分 

東海テレビ ニュース One 
令和４年１月４日(火) 

午後４時５０分～ 

メーテレ アップ！ 
令和４年１月４日(火) 

午後３時４０分～ 

starcat 

とよやま 

チャンネル 

令和４年２月１日(火)～ 

令和４年２月１５日(火) 

starcat  

ウィークリー 

令和４年１月１５日(土) 

午後３時３０分～ 

令和４年１月１６日(日) 

午後６時２０分～ 

 取材放送日 

 

 

昨年８月に発足した豊山ウインドオーケ

ストラのプレコンサートとなるクリスマ

ス・アンサンブルコンサートが令和３年

１２月２５日（土）エアポートウォーク

名古屋で開催されました。 

 

Ｒ3.12.26 中日新聞近郊版 

 

 

広報とよやまに生涯学習課の活動を掲載

しています。 

 

広報とよやま Ｒ3.10 月号  
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豊山町社会教育委員名簿（令和３年度） 
 

 

◎：会長   ○：副会長 

氏名 選出区分（所属等） 

◎ 堀田 裕子 学識経験者（愛知学泉大学） 

 千田 秀樹 学校教育関係者（学校代表校長） 

 安藤 定雄 社会教育関係者（文化協会推薦） 

 鈴木 二郎 社会教育関係者（学校体育施設開放管理指導員） 

 長谷川 幹子 社会教育関係者（読書指導者） 

 橋本 節子 社会教育関係者（体育協会推薦） 

〇 鈴木 育生 家庭教育関係者（子ども会連絡協議会推薦） 

 伊藤 章代 家庭教育関係者（民生児童委員協議会推薦） 

 永末 猛 家庭教育関係者（スポーツ少年団推薦） 

 小出 雅子 家庭教育関係者（更生保護女性会推薦） 

 

＜任  期＞ 令和２年４月１日～令和４年３月３１日 

＜設置根拠＞ 社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号）第１５条 

       豊山町社会教育委員設置条例 

       豊山町社会教育審議会規則 
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社会教育法（抜粋）      
昭和２４年６月１０日 

法律第２０７号 
(社会教育委員の設置) 
第十五条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。 
２ 社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。 
（社会教育委員の職務） 
第十七条 社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。 
一 社会教育に関する諸計画を立案すること。 
二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べる
こと。 

三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。 
２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べることがで
きる。 

３ 市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関
する特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助
言と指導を与えることができる。 

 

豊山町社会教育委員設置条例 
昭和５７年４月１日 

条例第１７号 

（趣旨） 
第１条 この条例は、社会教育法（昭和２４年法律第２０７号。以下「法」という。）第１
５条及び第１８条の規定に基づき、社会教育委員の設置、定数、任期その他必要な事項
を定めるものとする。 
（設置） 

第２条 豊山町に社会教育委員（以下「委員」という。）を置く。 
（組織） 

第３条 委員の定数は、１５人以内とする。 
２ 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並び
に学識経験を有する者のうちから、教育委員会が委嘱し、又は任命する。 
（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 委員に欠員を生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（委員の解嘱） 

第５条 教育委員会は、特別の事情があると認めたときは、委員の任期中でもこれを解嘱
することができる。 
（委任） 

第６条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会規則で定める。 
附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
附 則（平成１２年３月３１日条例第１７号） 

（施行期日） 
１ この条例は、平成１２年４月１日から施行する。 
（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に豊山町社会教育委員の委員である者の任期は、その者が委員
に委嘱された日から起算して２年とする。 

附 則（平成１６年３月３１日条例第３号） 
この条例は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２５日条例第６号） 
この条例は、平成２６年４月１日から施行する。  
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豊山町社会教育審議会規則 
平成１６年３月３１日 

教委規則第６号 

（組織） 
第１条 豊山町社会教育委員（以下「委員」という。）は、社会教育法（昭和２４年法律第
２０７号）第１７条第１項の職務を遂行するため、豊山町社会教育審議会（以下「審議
会」という。）を組織する。 
（職務） 

第２条 審議会は、次に掲げる事項を審議する。 
（１） 成人教育に関すること。 
（２） 青少年教育に関すること。 
（３） 家庭教育に関すること。 
（４） 社会教育関係団体の振興に関すること。 
（５） 社会教育施設（スポーツ施設を含む。）の設置及び運営に関すること。 
（６） 地方文化の振興に関すること。 
（７） 豊山町教育委員会（以下「教育委員会」という。）から委嘱を受けた青少年問題、
健全育成に関する特定事項における社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者
に対する助言と指導に関すること。 

２ 前項に規定する事項のほか、次に掲げる社会教育の振興に関する事項において、教育
委員会の諮問に応じ、調査審議及びこれに対する意見を述べるものとする。 
（１） 豊山町社会教育センターにおける各種事業の企画実施に関すること。 
（２） 豊山町社会教育センター図書室の行う図書室奉仕に関すること。 
（３） 豊山町視聴覚ライブラリーの事業に関すること。 
（４） 豊山町立小中学校施設の開放に関すること。 
（５） 前各号に掲げるもののほか、社会教育の振興に関すること。 
（会長及び副会長） 

第３条 審議会に会長及び副会長を置く。 
２ 会長及び副会長は、委員の互選による。 
３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務を代
理する。 
（会議） 

第４条 審議会は、会長がこれを招集し、会長は、その議長となる。 
２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 
３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ
による。 
（専門部会の設置） 

第５条 審議会に専門部会を置くことができる。 
２ 専門部会に属すべき委員は、会長の指名によって定める。 
３ 専門部会に部会長を置き、専門部会の委員のうちから互選によってこれを定める。 
（庶務） 

第６条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 
（委任） 

第７条 この規則の定めるもののほか、審議会の運営に関して必要な事項は会長が審議会
に諮って定める。 

附 則 
この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２６日教委規則第３号） 
この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年３月３１日教委規則第７号） 
この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 
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豊山町総合型地域スポーツ・文化クラブ規約 

令和３年４月１日 

 （名称） 

第１条 本団体は、豊山町総合型地域スポーツ・文化クラブと称する。 

 （事務所） 

第２条 本団体の事務所を豊山町教育委員会事務局に置く。 

 （目的） 

第３条 本団体は、豊山町におけるスポーツ、文化活動の振興を図り、子どもから高齢者

までスポーツ及び文化活動をより楽しめる環境を提案し、多世代にわたるコミュニケー

ションの確立と、地域の人々の健康、体力増進に寄与することを目的とする。 

 （事業） 

第４条 本団体は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

 （１）スポーツ振興に関する事業 

（２）文化振興に関する事業 

（３）「ふれあいひろば」に関する事業 

 （４）その他団体の目的達成のために必要な事業 

 （事業年度） 

第５条 本団体の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 （参加者） 

第６条 本団体の参加者は、原則として豊山町に在住又は在勤している者とする。 

 （参加手続き） 

第７条 本団体に参加を希望する者は、所定の手続きに従い申し込むものとする。 

 （参加費の納入） 

第８条 参加者は事業ごとに定める参加費を納入するものとする。その額は豊山町教育委

員会事務局において別に定める。 

 （組織） 

第９条 本団体の事業及び企画・運営等の基本的事項は豊山町社会教育審議会に諮るもの

とする。 

（細則） 

第１０条 本規約に定めない事項及び運営上必要な事項は、豊山町教育委員会事務局によ

って定めるものとする。 

 

   附則 

 この規約は、令和３年４月１日から施行する。 

 


